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１．概要（Summary） 

固体高分子形燃料電池 (PEFC) に用いられる電極

触媒は、一般にカーボン担体上に担持されたPtナノ粒子

が用いられるが、金属溶出や担体の腐食などによる触媒

の劣化が課題とされている。本研究では、Pt ナノ粒子の

安定性向上、及び不安定なカーボン担体を使用しない、

新規な Pt エアロゲルを合成し、PEFC 電極触媒への応

用を試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

3次元レーザ・リソグラフィシステム一式 

【実験方法】 

H2PtCl6 に対して水中で、NaBH4 による還元を行い、

数日静置することで、黒色のPtナノ粒子を得た。その後、

アセトン中に分散させることで、Pt ナノ粒子の凝集体を得

て、二酸化炭素中での超臨界脱水によって、Pt エアロゲ

ルを得た。合成した材料は、回転ディスク電極による電気

化学特性の評価、及び TEMや XAFSなどによる構造解

析を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Pt エアロゲルは、Pt ナノ粒子同士が 3 次元的にネット

ワーク構造を形成し、高いガス透過性、電気伝導性を有

するナノ物質である。合成したPtエアロゲルのTEM像を

Fig. 1(a)に示す。エアロゲルの特徴であるナノからミクロ

ンに至る多孔質な構造が形成され、非常に嵩高い様子が

見られた。Fig. 1(b)に示した、より高倍率の TEM像では、

Ptナノ粒子の粒径が 10 nm以下に制御され、反応場で

ある触媒表面が多く露出した構造を形成していることが明

らかになった。 

 

Fig. 1 TEM images of prepared Pt aerogel in (a) low 

and (b) high magnifications. 
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